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 ここまでお読みいただければ、だいたい一目均衡表の波動論がご理解いただけたと思います。 
大切なポイントは、 
①相場は上がる場合でも下がる場合でもＮ波動を描いていく。 
②つまり、相場は最低限、Ｎ波動が出ない限り終了しない。 
③人気が続く場合はＮ波動が連続するが、一つの相場においては７波動から９波動が限度であること

が多い。 
以上この３点であるわけです。 
 今回は 3002 グンゼのチャートを使ってご説明します。 
 これは７波動の上昇に対して７波動の下降、上げ下げの波動が一致したケースです。一致しなけれ

ば駄目だという意味では必ずしもありません。７波動の上昇に対して５波動の下降、９波動の上昇に

対して７波動の下降など色々なケースが考えられます。 
 しかし、上昇に要した波動と同じ波動を下げたのであれば、その下げは最終局面に来ていると見て

いいと思います。 
 例えば、長期間にわたって人気を集め９波動上昇したのであれば、３波動程度の下降では物足りま

せん。９波動に匹敵するか、少なくともそれに近いくらいの調整をしない限り底を打つことは出来な

いと思って下さい。 
                この件に関するお問い合わせは ０３－３６６９－５０２２    
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